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細泡内封入体として嚇1疏あるい構1晶イ4・は種　あったものである・

。の組榔おいて騰されて油叫れらの樺・・SI）Y　マウ・剛醇・よ・て殺し一繊鱗齢如ナ酬ノレ

は撒，」轍剛・とんどと関係している．ca・酒な　緻重腋でPH7・2に禰U・1％オスミウム酸で1

綿1はそ噸田1瀞・肌て・よ傭り，漁に漱漁　・1！澗醗した・・の場伽必要に応じて㈱纐液で

ているとはいえ，。れらの1闘あるい戯醐・”耽　PH7・2に㈱1し・t　G％グ・レター・げノげヒF　C・，：よっ

めの細触研究鰍ヒんti　tsされておらず，したが　姻・醗し．た・蹴した繍よアル゜叫矧で脱水

って説初と。ろでは棚〔あるい献陣肌てOX　した後に泌紳ソ繍砲1ま1い耕とし，蝋聯

縄蝋酬る。と酬来ない。　　　　酸ウ弘一・レ舗酬で2鰍色後，融1鳳魏
　最近，Hamilton等①はサソシヨウウオの一一twの肝　　　子顕微鏡で観察した。また，必要に懲じてトルイジ

撫聯鵬消財る棚包1・綿賊出した．欝　・・ブ…一・PAS麟雛よ・て難し・こ溜光
ほ電顕像のうえから，また文献的にこの結晶が蛋白質　　　顕的にまた乍揺顕的に観禦した。

と脂質の融体よりなる・と赫峻しL：・，1・Lの細繊　 封入体がどのような瀕から鰍漁ているカ’㈱

欝触議として，勉の乱い1醐の髄の戦　るために，次のよう嵌験を肱・た・まず・　」1旨飾

分貯蔵の1つの方法であろうと考えている。　　　　　　含まれることの1可能性を調べるために，6％のグル

生体1：と。て有搬もの，畿㈱なものまた鰯　・一ルア・レデ・ドセ・て醗した組織をア・v　”　M一ル綱1

瓶もの等細胞1棚入体に関して叛られる・のよう　醗て脱水しS・iEアル・一・レによる脱水酬三の完了

樋。の可能性の5ちから謝入体の起騎るいは・　後，組繍‘・・剛悦脂肪の曲でエーテ・レ中に砺1蔽

れの轍螺蜘る・とによ。て，一層妥＞1’・t・可能｛生　した・その後は再びア脚一・綱を下降翫て水をこ

鱒く。とが出来ると思われる．このよう襯点か　炭してから，・％オス・ウ・酸b：　，，Lる後醍を塒1震制

ら，膵麟卿翻・見出された編触含醐入体　↑了な・た．その後は舳・よ・て再び脱水し醐馳

について，種々の実験的処羅をして観察した。ここに　　埋をした。また，封人体が脂質あるいは蛋白質をもつ

は，。遮よ。てえられた結身とを儲する．　　・との磯鵬舜ξ翻に調べるために・マ　’1’　7・の常用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食としていた固型食から蛋白質あるいは脂質のみをi完

　　　　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　全に除いた食餌をつくり，これで6日間飼育した後に

　轍にはDD系マウス姻いた。通’常は20～259の　電顕用試料をつくった・

ものを用いたが，封入体の存在と発育段階との関係を

調べ。開、准後・日，・日，・日，それ以後は体　　　　結果
重，，、。，、5，・。，25，・。欝の缶締段脚ものを　すで・・鮪・た②ごとき紺髄物瀕琳ある・’

用いた．ここに用いk　rtウ7・・｛・・a・…9“べて懸であ・て，　魎漁りな棚入体（Fig・・2・　3・7）は・初めに用

僻の轍的処臨加えず，ecau，　・」・も舳時えて　いた樋2°・－2s　gのマウスすべ㊥1繍調’てみら
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h，このような細胞内封入体の磁麟臓腺酬1胞に　が妨泌。とがあった（Fig．9）。類欄・瀦引占黛

恒？・　Fi　1’14Jであ・た・　　　　　　　造刎易合には，。れ飽む管構造は棚としてあら

　　これら封入働うち，剰描1・鎚物には2騰酬緬　2、れ一i頴願、脚と囑界部で、つの綱眼の・1・頒

像槻られた・そ・P・1つは繍陰棚幟伽・雛鰍・　僧・状キ髄を鰍す硝造斗勿よりなり誠りの隙よ、E

て房状塊敏しており（Fig・3，6），1隙穐物網　子繊の大謝照体髄よりつくられているこa：　a，

目髄畝した’雛であった（Fi・・5）・融塊囑　あ・た（Fig．・H）．・のように，形態1・1勺炉・鰍構造か

舳その｝部聞網購班に絃る紛が加，また　ら類棚・への櫛瀦，嚢するよう聴が雛みられた
網附造の概ヤも狸・周辺部では糸状にみえた．蹴　が，鰍構1｛量の外臨1鰯撒、紳へ放散して翫〆i・1・

塊の嚇こ・鰍構淑・縦断醜湘噛、kうな・附　状髄伽・蛛雄揃けような御、みら漁力り
に走っている繍鰍打髄（剛融熈．20A）がいく組力、　た。

みられた（Fig・’1）・このように5匙・た働同一撒　　・v・．ltうな』杁体卿侃嫌、と咽融焔鯛）

物嘲肪向の違いによるltSのと思揖・，・のような　に，種姻獅澱脚）マ・ン、。で繊したと。ろ謝入

封入鰍立体的蹴紛・ll　1緬が磁噂1犬1髄物　禰‘k御i三1と2日の効凝みられなか。た以外
（直肺ぼ・2°A）の慰1，であろうと思わ批．した　1よ，すべて醗鰍階に、1、いて。繊。忍齢。とがSLI

が・てT先に糸状とみた髄よ管状醗伽纐轍を　到モた．したが。て謝入体のみら糠、』っとも淋、も

あらわすものと叛られる・　　　　　　のはCtl後3・i・／1であった。この封畑、渕1胞中に賄さ

　　このような管状構造物よりなる封入体は時にその内　　　れる頻度は発育崔遥度が増す租火忙なったが，159以上

部に棚i小麟舳つ・とヵN；あ・たが，多くの場舗　でesu・酢よる差鷹とんどなく，餅一i、で、荊1晦、

の小胞㈱に鷹子臓の大きな鮒造の擁がみら　つ訓1融の齢いでみられた．！よお，こ描噸
縫㈹g・5）・これ瞳分・t’・tM，tsp－t・1に購された　・辮の髄聯渤蜘・もので醐聴じ桝る．し

枷1小胞御よ・てつくられた蛋白性物質であ・て．　た…て，　－2’；・い肋で囎・1犬欄物蝿子徽姥1，

他に移畑来な・・ためそ…貯溜譲縦たものと思　の？k，・a）・1・・較べると小さく瀦，｝朧も棚瞭であ。

われる・時に蝋似の竃鞭1度姓ち，膜砲まれな　た㈹朗、い5）。

礁髄伽類晶体の1鵬ら繍・と紬・たが・　li…酬髄物纐欄嚇奪鮒る螺ま燗入㈱
これもまた棚体内㈱物・：由来すると思オ・れる・　斉膿［・騨触醸を焔ために謝入㈲織鱗

多くの搬・管撒造耽翻入桝1には・・れ　による染色澱と栄蜘な処1醗によ磯響鰯、た。

らの乖髄と醐らか眼な・て・解徽倣な礪　す齢ち調ll胞肌た繊か騨めの餅をつく
と小なる胤が姫にMlliliEしく醐して，外形の不　り越煙スライドグ姻・貼。てからトルイジン．

定繍購造伽みられた（F’g・　6，・）・・囎淋　プルーで獅て光鋤嘲察し諌蝿顕，㍑はメッ

はこのような鰍職以外に・直効るいは鮫した　シ・に貼・た騨用剛・姻じ色素で染めて観察した
格備造（Fi・・7），あるい肱角形の網購造（F・g・　が遮囑、。に蝿繰色はしなか。た．。の矛躁，

8・11）を示してヒ’た・このような徽1髄曜樒　光顕的には庵顕ド輝杁鰯みられ礁ず酬II胞の

度の魏る馴3°A）を髄すると・・れら蝿掘　・映櫛昧繍へかけて詩硝色の微小’t、、Yfi粒が
度の斯姻で眈く・3°”’一・・Aの1’ISi隔でさらにsag＝f一　みられたが，　re・i’・がこ鰯入体である。と鷹1認でぎ

徽の大な礪粒姶んでいる・とカ・わか・た．・の　なかった。しかし，aCffJ’i的には，トルイジンヴ、レー

よう欄袖度の松姻と姫に並んだ電子搬の　絶机たもの瞭色しなカ、。たもの徽べてLIJj、bカ、

小なる臨ま構造鵬通なく・鰯徽小な媚　閾脚の・琶子離蝋飢ている（Fi、．，い3）

畜糊灘鷺謝騰讐1灘慣鞭難能履講驚・ル
驚ら批・したが・て羨の髄・梯子状といえ・　鋤類徽贈るために調1鞄肌た組細1卜。
（Fi9・9， D1°）・ @　　　　　　・A・反・酬予ない，光顕と緻襯察、た，　t，i7、ra‘
鰍髄伽このような郷ゐ体鮒な・てい翻　以外螺分では従来ヵ舷・られて噺lll位翻凱て

伽まとんどの編体囎欄ま壷物によ・てつつ鯨　反応醐・，醐的に蝿子密度・増大としてそ販

τいた・そして1こ噺糟辮1構造が厭の鵬　応舳ら糠た．・かし謝入体では’鵬度の増加
には・その脚鷹掘脚ブ・な・層と管鷹肋　O…く，Lたが。販麟全く認められなか。た。
の縮勲示すと思われ礁造物と灘糸各してい徽　脂肪絶醐鞄埋・拗片で劇・朧であ7。，，
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で，グルター・ルアルデヒド閾定した組織片でエーテル　　　在を認めたが，両者の関係を直1妾示しうるような結果

によって脱脂をし，消極的に脂肪の存在を証明するこ　　はえていない。Yamacla⑦はReinkeの結駈瓢を観察

ととした。脱脂すると，粗面小胞体の膜は消失するか　　　し，その時細胞内に見られた管状構造物の束が縞Pm　a．）

または存在が不明瞭となり，細胞構成要素からの脱脂　　　形成に何等かの関係があるのではないかと考えた。こ

の効果は明らかに認められた。このような像におい　　　こに報告した歩1入体では，1）管状構造物と類品体の電

て，管状構造物と類晶体はともに鷺子密度が低下した　　　子密度の大なる層とが連続している，2）種々の大きさ

が，特に類晶体の電子密度の小さな層での低下は著し　　　の類｝lll体が管状構造物に邑まれている，そして，3）類

く，したがって相対的に，電子密度の大なる層とその　　　鹸体のみが存在する，といった種々の像が見られたこ

層の穎粒状の超微構造物の存在が明瞭になり，管状構　　　とは，膵臓腺房細胞中の類贔体が管状構置董塊の内に生

造は無構造といえる硯度に不明瞭となった（Fig，16）。　　じ，周闘の響状構造物を素材として生長してゆくこと

　脂質を欠く食餌によって飼育した動物では，管状構　　　を示すものであろう。この揚合，♂i鷺；状構造物と類晶体

造物の電予密度は低く，微細構造も不明瞭となった。　　　の電子密度の大なる周とが述続しているにかかわら

しかし，類贔体でethmheテルによる脱脂処理の捗命と　　ず，両構造物の躍予宿度がかなり異なることから，分

異なって，類晶体金体の電子密度が低くなった（Fig．　　子配列の粗な前者が密な配列に変って後名をつくった

18）。螢白質を欠く食餌による飼育では，類晶体のIE　　のであろう。このことはまた，符状構造物と類品体の

子密度の低下は殊に薯しく，管状構造物のそれより低　　羅子密度の大なる部分に爾直径111各々30Aの雅1粒状物が

くなった。すなわち，無処置のマウスにおけるこれら　　並んでいるが，これらの間隔が前者。1：り後M一で小であ

のものの電子密度との関係とに全く逆になった（Fig．　　ることからも推察しうる。類品体の断面が毎プ妙）格子

17）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状の蠣脅，類品体の周辺部に接した管状構造物は不整

　このような対入体および類品体の生成と，これらの　　　形の網口状をなし，この網目が類晶体の最外但llの結晶

生理的意義について物質代謝の面から手掛かりをうる　　　格子の…‘部をなしていることもあったという事実もま

ために，酸フォスファターゼとアルカリ・フォス7ア　　　た，類晶体が管状構造物からつくられることを示して

ターゼの封入体内の局在を調べたが，これらの活性は　　　いると思わ航る。

検出されなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　以上のごとき形態的諮特徴から，類贔体1お7：体的に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は中窒の六角柱の集含体で，それを勉む構造物は断1匿1

　　　　　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　が不整形の管の房状集合体であり，類1慰本の近くでは

　細胞内の結晶についてはすでに数多くの例が報告さ　　結晶磁位の六角柱と伺一方向に配列していると考えら

れており，膵臓においてもラソゲルハンス嵩の細胞で　　　れる。しかし，このような管状構造物の起原を示すよ

eれの存在が報告されている③④。しかし，腺房細胞　　　うな具体的な結果はまだえられていない。幼若マウス

では筆着の知る限りではまだ報告に接しない。　　　　　では成熟マウスに比べて，封入体を見出す頻度が少な

　すでに前報②にも記したように，膵臓腺麗細胞に見　　　く，また見幽されたものでも電子密度は低かった。こ

出されたこれら類吊体は切片上の像において形態的　　　のような幽野ミは管状構造物が糧面小胞体の生塵物に由

にかなりの多様性を示した。他の組織において報告さ　　来することを思わせるが，確かなことは不明である。

れているいくつかの結晶のうち，ヒトの精巣の間細胞　　　Bruni難⑨も結晶の起原を粗面小胞体の生産物に求

にみられたいわゆるReinkeの結晶⑤⑥⑦⑩，最近　　　めている。

Hamilton等①によってサソショウウオの肝）ma＃III胞中　　　　結晶の構成要素については，古くはReinke⑥がヒ

に見出された季節的に消長する結晶等は，形態的には　　　トの精巣の聞細胞で詳細に調べ，種々の試薬に対する

膵臓腺房細胞巾のものによく似ている。しかし，結品　　　反応，酵素による消化実験の結果からこれが蚤白性の

構造の大ぎさはいずれもここに報告したものより大で　　　ものであると紬論している。膵臓腺房細胞巾の縞｛寅に

ある。Hadek等⑧がウサギの発生初期の嚢胞期で児　　　っいてここで得られた結果では，これが蛋白質と脂

出した結晶は，これらの点において膵臓腺房細胞中の　　質より成ることを示し，PAS反応の結果から多糖類

ものによく似ている。しかし，彼等の結晶では時にそ　　　は含まれていない。蛋白質欠乏マウスでは類晶体の電

の周洲に膜を有することがあるという。　　　　　　　　子密度が殊に低下して，管状構造物に対する相対的な

　細胞内の結晶の生成に関して，他の構造物との関　　密度は完全食のものと全く逆となり，脂肪欠乏マウス
係を暗示した報告はいくつかある⑥⑦⑧⑨。例えば，　　　では管状構造物の構造が殊に不明瞭となった。エーテ

Hadek等⑧は結晶の近くにわずかの糸状構造物の存　　　ル処理をした組織片における霞子密度の変化ととも
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蝕　t－’鷺，　　1　　　　　　　　　’r況゜・麟翻’．．，t／t・…構・層漉

Flg．1．　A　schenia　of　an　inclusion　body　in　the　pancreatic　acinar　cells　of

　　the　mouse，　The　crystaUo三d　composing　Qf　a　bundlc〔｝f　hexag（）nal　tubules

　　is　wrapped　in　many　tender　tubu五es，　and　the　former　tubules　are　coll－

　　tinuous　tQ　the　latters．　These　tubular　mombrancs　are　111ainly　made　up
　　of　the　globul’ar皿01ecu王es　Qf　protein，　and　tlleso　illteriors　are　filled　witll

　　an　amorphous　substance　and　a　globular　substance，　probal）ly　1〕roしein

　　and　lip三d，

に，蛋白質，脂質が管状構造と類晶体の両方に含まオL　　うな封入体はマウスの膵臓腺〃∫細胞中に憧常ll勺に存在

るとはいえ，類品体の電子密度の大なる部分は主とし　　するものであり，また栄獲的にかなり著しい影響をう

て蛋白質よりなり，電子密度の小なる部分は主として　　　けることから，腺細胞としての機能的なTfliも無1鑓1：1義来

脂質よりなっていたものと思われる。これらの蚤白質　　　ないとほいえ，現在のところでは栄養分貯蔵の1つの

層の中にみられた電子密度の大なる頼粒は蚤白質分子　　　型と考えるのが穏当であろう。

と思われ，電子密度の小なる層が梯子状にみえたの
は，結晶の六角性の内部をみたした球状の脂質分子の　　　　　　　　　　　　　要　　約

間を非晶性の蛋白質がうめていたことにょると考えら　　　膵臓腺房細胞内の封入体は生後3日以後のマウスす

れる。ここに考察したごとき管状構造物と類晶体の関　　　べてにおいてみられた。この封入体は粗醐小胞体の闇

係をFig．1に示した。　　　　　　　　　　　　　　にあって2つの要素より成っていた。すなわち，糸状

　一般に，細胞内の結晶はその起原および成分が不明　　　構造物が多数集まって束になったように見える不定形

であるのみならず，意義にっいてもまたほとんど不明　　　の構造物と，この構造物に伴なわれた層状，あるいは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りである。ただ限られた例においてこれらが年令と関　　　格子状に見える類晶体（電子密度の大なる腰は30A，

係があるらしく思われているにすぎない。Hamilt。n　　小なる1曹は60A）とであった。糸状構造物の種々の断

等①の報告したサソショウウオの肝臓細胞内の結晶が　　　面像から，糸状構造とみたのは実は横断面が不整形の

季節的に消長することから，彼等は結晶の意義を食物　　管状構造物が房状に集まった物と思われた。これら

の少ない季節に対する栄養分の貯蔵と考えている。こ　　　2つの構造物はそれらの接触部で互いに連続してお

こでみられた結晶はすでに受乳期からみられたから，　　　り，管状構造物から類鼎体がつくられるものと思われ

これの出現が食餌の箆や質によるとは考えられない　　　る。

し，また用いたマウスは少なくとも外見上は全く健全　　　　工一テルによって脱脂肪をした組織，また蛋白質欠

であったので，病的なものとも思われない。この観察　　　乏食あるいは脂肪欠乏食を与えたマウスの組織中の封

試料は主として冬期につくったとはいえ，Vウスの飼　　　入体の電顕像から，封入体は蛋白質と脂質から構成さ

育は室温20°Cの保温室にて行なっており，Hamilton　　れると考えられる。　PAS反応によっては多糖類は検
等①の実験のような季節的，殊に温度変化が原因にな　　　出されなかったe

っていたとも思われない。これらの事実から，このよ　　　　封入体の種々の電顕像から，管状構造物は蛋白質分
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子と脂質分子の粗に並んだ膜にょってっくられた管の　　　interstitial　cells、　J，　Cell　Bio1．，9：653－670，工961

集合物であり，これら構造物の分子配列が留になった

もの力顎晶体であると思われる。したがって」酬、　　　　　ABSTRACT

体もまた管の集まりであるが，その断面は六角形をな　　　　In　the　pancreatic　acinar　ceUs　of　hea！Chy

し，内部は脂質分子によってみたされているものと思　　　mice　over　three－days－01d，　the　cellular　inclusion

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bodies　which　had　never　been　lcnown　were

　　この封入体1よマウスの栄鎚条ftl．・によって消長すると　　　found．　The3e　inclusion　b（ユdies　were　located

ころから，蛋白質，脂質¢）貯蔵の意義．なもっものと思　　　among　the　rol．igh　surfaced　en（1（｝plasmic　reticu－一

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　ILtm　from　the　mkldle　t‘）the　ba：　al　part　of　tlle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cells　and　werc　coniposed　generaljy　oヂ　two

授騰。禦灘瑚籔雛継編携曇脚d・ff・・e・t・・・……・b・t－・・m…f・・ly・・c

た．　秋1粉泌研究1り1舞融一畠，｝鰻および測・11三鋤．綴　 ・t…t・「e・One・f’th・tw。　s．t・’　t・・t・・e・w・・u

に深く謝意を表します。　　　　　　　　　　　　　　　tttf’ted　or　a　netw‘、，rk　mass　which　was　consist；ccl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　filamcntous　luaterials　and　the　other　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　文　献　　　　　　　t1ユe　crystall・id・h・wi．・g　a　lttmella・r　a　l‘・tti・・

①Hamilton，　D．　W，，　Fawcett，　D．　W．　and　Chri－－　　or　a　hexakronal　pattern（clectr（m　dense　layer，

stensen，　A．　K，：TLhe　liver　of　the　slender　salaman－　　　3〔〕A；elecLr◎110paque　layer，60　A）、　エ110ne　of

der　Batrachoseps　at’benutus。　1．　The　structure　　　　the　inclusion　bodies　composed　of　both　the

of　it。“crystalline　incluslons，　Zeitl　Zellforsch．，　structures，　s。mG　of　the　fi正aments　wrapPing　the

70：347　一一　363，1966　②Shiba’ta，0．：Crystalloids　　crystalloid　were　found　to　be　continuous　tQ　the

in　the　pancreatic　acillar　cells　of　the　mice，　　　　electrく）n　dense　ln・　yers　in　the　crysヒaUoid・　Tllis

Exptl．　Cell　Res，47：655－657，1967　　③独野和　　　fact　may　su990st　that　the　crystalloid　was

夫、：イシガメのLangerhans氏島の融、1織学的，細胞学　　　transformecl　from　the　filamelltous　material　by

的並びに電子顕微鏡的研究，1：1組録，22：123－］80，19G1　　9rowintst　more　compact　ill　a　molecular　collfits・Ll－・

④Watt　ri，　N　and　Herman，　L，：Correlative　light　　ra七ion・Since　the　e：　tractiQn　of　iipid　from　the

and　electron　microscopy　of　bat　islets　of　Lan－　　　pancreatic　tiSsue　witll　ether　and　the　feeding　of

gerhans　in　hibernating　and　non－hibernating　　　the　aniinals　with　a　protein－tfree　or　lipid－f1・ee

states，．　Amer．　Zoologist，5：240，1965　　　　　　　　diet　lowered　tlle　electron　density　of　the　inclu一

⑤Reinke，　F，：Bei「しr蕊ge　zur　Histologiq　des　Men－　　sioxl　bodies窟i七is　suggested　that　th．e3e　bodies

schen，　Arch，　Micr．　Anat．，47134－44，1896　　　　are　composed　of　both　protein　and　lipid・．The

◎Fawcett，　D．　W，　and　Burgos，　M，　H．：St，udies　　protein　and　the　lipid　secm　to　coilstl・uct　mainly

on　the　fine　structure　of　the　niammalian　testis，　　the　electron　dense　layeユ・s．an　cl　the　electron

工1．The　human　interstitial　tissue，　Amer．　J．　　opaclue　layers　in　the　crystailoid，　re＄pectively．

Anat．，107：245－269，1960　　⑦Yamada，　E．1　　　　工n　tlle　three　dimentional　structure，　the

Some　observation　Qn　the　fine　structure　of　the　　　structure　show三ng　a　filamenヒous　or　a　network

interstitiai　cell　ilユthe　huinan　testis　as　revca1ed　　　　pattern．may　reprasent　a　sectioll　of　bundle　of

by　electron：nicroscopy，　Gunma　Symposia　on　　many　tender　tul〕u！es　wliich　has　been　formed

Endocrinol，2：1－17，1965　　⑧Hadek，　R，　and　　by　the　membranes　composcd　Qf　protein　and

Swift，　H，：Acrystalloid　inclusion　in　the　rabbit　　晦ld　molecules．　The　crysta！10id　may　be正ormed

blas七Qcyst，」、　Biophys．　Biochem，　CytoL，8：836－　　　　by　a　bundle　of　hexagollal　tIエbules　like　a　hQncy

841，1960．⑨Bruni，　C．　and　P。rter，　K．　R，；The　　comb．　The　me　nbrane　and　the　interi（】r　of　the

fine　structure　of　the　parenchyrnal　c＠11　Qf　the　　tubules　may　be　regularly　con’structed　with

normal　rat　liverl　1．　General　observation，　　　the　globular　1nolecules　of　protein　and　1ipid，

Amer．∫．　Path．，46：691－755，1965　　　　　　　respectively．

⑩Christensen，　A．　K．　and　Fawcett，　D．　W，：The　　　　As　the　electron　density　of　sucll　incltisioii

normal　fine　structure　Qf　opposum　tes．ticular　　bodies　decreases　susceptibly　under　an　insufficient
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nutritional conclition, it seems that the inclusion pattern in the contact area to the crystal-

bodies have a functional meaning to the storage loid. ×90000.

of protein and lipid in the pancreatic acinar Plate4
cells. Flg. 9. A part of a crystalloid showing a
                                                   larnellar pattern, Electron dense layers in
         EXPLANATION OF paLATE$ the urystul!oicl are continuous to she Tneiii-"

    Most photographs were taken from the brane element of tubular structures.

pancreas of the mice weighing about 259. ×15eOOO.
    E:rough surfacecl encloplasmic reticulum, Fig. 10, A part of the figure aEi shown in Fig,

M: mitochondria, I:inclttsion body, T:tubular £i}. Electron dense layers in both tha crys--
structure as an inclusion body, C:crystalloicl talloid and the tubular structure are for--

as an inelusion body, Z:zymogen granule. med with the ar.vangement of electroii

                                                  clense granu!es which are probubly protoin
        EXPLANATtON OF FIGURES molecules, l,)ut in an intervtt1 between tlic

                  PIatel granules tlie crys'talloid is conipact and the
Fig. 2, The middle part of the pancreatic tubular structttre is rough. Asasubstrancc

   acinar cell. A cellular inclusion body is ofa niediuin electron density occupies the

   founcl at the middle of the upper part in space between the e!ec'tron clense layers in

   the photograph. ×21000. the crystalloid, a pair of the electron dense
Fig. 3. An inclusion bocly fQrtning a tuft ]ike layers show scaraliforni, ×2911,OOO.

   rnass, ×42000. Flg, 11, A part of a crystalluid showing a
                  Plate2 . hexagonal pattern. Some meshes of the
Flg. 4. A part of an inclusion body trimined to networlc wliich interpese$ between the

   show a tubular structure. Parallel !ines crystalloid and tubular structure are partly

   corresponding to a logitudinal sections of formed by the membrane of the tubule

   the tubules are seen every where. and by the crystal substance. ×169000.

Flg. 5, A cross section of a inclusien body Flg, 12. A crystalloid in the section withottt

   composing of a tubular bundle. The bocly any staining, ×78900.
   inclucles a small rough surfaced endoplasmic Fig, 13. A crystalloid in the section stained

   reticulum enclosing an amorphous substance with toluidine blue but without an electron

   which may probably be proteinous secre- staining. Compare with the crystalloid in

   tion. ×66000. Fig. 12, [Vhe electron densiLy of the crys-
Flg. 6. An inclusion bedy composing of a tubu- talloid increases than that in Fig. 12,

   lar structure ancl a small crystalloid which ×81000.

   show a lamellar pattern in the i,uner Plate6
   structure. The tubu!ar structure is sec'tionecl Fig, 14. A tubular structure found in a younger

   longitudinally. ×72000, moLise weighing 5g. The inclusion bedy is
                  PIate3 not clear in the structure for its Iower
Fig. 7. A crystalloid showing a lattice pattern electron density. ×73000
   in the inner structure, No tubular structure Flg. 15, A crystalloid found in the same mouse

   are found arround the crystalloid. as in Fig. 14, Its fine structure is not clear

    ×11400e. for its lower density, ×133000.
Fig. 8. A large crystalloidshowing a hexagonal Fig. 16, A crystalloicl in the pancreatic tissue

   pattern in the inner strueture, A･sLtrroun- from wliich the lipid was extracted with

   clitig tubular structure shows, a network ether, The electron density of the crys-
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　　　talloid　lowers　especially　in　its　electron　　　　　　iipid－free　diet．　The　electrQn　dellsity　of

　　　opaque　layers．　The　membrane　element　　　　the　body　Iowers　and　its　structure　appears

　　　of　rough　surfaced　endoplasmic　reticu｝um　　　　　　　indistinct，　　　×105000．

　　　clisappears．　　　×11600．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate　7　　　　　　　　　　　　（追加）この論文の印刷中にBannascht　1）．（J。　Ult一

Fig．17．　An　inclusion　body　in　the　mouse　fed　on　　　rastructure　Res．，15：528－542，1966）力ニマゥスの膵

　　　protein－free　diet．　The　electron　density　　臓腺厨細胞で管状構造物の房状塊について報告してい

　　　of　the　body　lowers，　especially　in　the　　ることを知つた。それによると，このよ5な封入体ば

　　　crystalloicl　in　the　boCly．　　x68900．　　　　　　　ミトコソドリャie．）るいはゴルジー装1婬と1莫1係があると

Fig．18．　An　inclusion　body　ill幽ヒhe　1110use　fed　on　　　いう。　しかし，獺品体の存在ぽみてい’！い〔，
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ロ

・罐．罐駆’簗懸霞’、灘6難
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